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修士論文要旨
攻撃的ユーモア表出が精神的健康に与える影響過程に関する質的研究
A qualitative study on the process of effects of 
expression of aggressive humor on mental health
三浦　史寛（Fumihiro Miura）　　指導：野村　　忍
 ［問題と目的］
　他者あるいは自己に対して面白さや可笑しさなどの感情
を喚起させることを意図してユーモアを使用することを示
すユーモア表出の中でも，皮肉をいったり，からかうとい
いた攻撃的な形態を持つユーモア表出を「攻撃的ユーモア
表出」と呼ぶ。攻撃的ユーモア表出は，国内外に共通して，
精神的健康に悪影響を与えると報告されている（朝野他，
2003；Chen & Martin，2007）。しかしながら，攻撃的ユー
モア表出が精神的健康に与える影響過程に関する研究は少
なく，また，質的に検討した研究は皆無に等しい。そこで
本研究では，攻撃的ユーモア表出の精神的健康に与える影
響過程を量的及び質的に検討することを目的とした。
研究１
［目的］　攻撃的ユーモア表出の精神的健康に与える直接的
な影響とソーシャルサポートを媒介変数とした攻撃的ユー
モア表出の精神的健康に与える間接的な影響を検討する。
［方法］　実験協力者：首都圏の大学に在籍する大学生137名
（男性50名，女性87名，平均年齢20.55歳±1.23歳）実験材
料：①フェイスシート②ユーモア表出：ユーモア表出尺度
（塚脇他，2009）③精神的健康：日本語版精神的健康調査票
12項目短縮版（GHQ-12；中川・大坊，1996）④ソーシャ
ルサポート：ソーシャルサポート尺度（嶋，1991）⑤攻撃
的ユーモア表出によって不快感情が生起した理由・経緯に
関する自由記述
［結果］　独立変数をユーモア表出尺度の各下位尺度，従属
変数を精神的健康，媒介変数をソーシャルサポートとした
共分散構造分析の結果，モデルの適合度は，GFI＝1.000，
AGFI＝.905，RMSEA＝.000と許容できる値であった。攻
撃的ユーモア表出は精神的健康に対して直接的に有意な負
の影響を与え（β＝ -.24，p＜.05），ソーシャルサポートに
対しては有意な影響を与えないことが明らかになった。
［考察］　共分散構造分析の結果，攻撃的ユーモア表出は精
神的健康に対して直接的に，有意な影響を与えていたが，
ソーシャルサポートには有意な影響を与えていなかった。
このことから，攻撃的ユーモア表出が精神的健康に影響を
与える理由として，攻撃的ユーモア表出には，胸に溜まっ
た情動を発散し，鬱積したものを浄化するというカタルシ
ス効果をもつためであると考えられる。
研究２
［目的］　攻撃的ユーモア表出が精神的健康に与える影響過
程に関する仮説モデルを生成する。
［方法］　実験参加者：研究１の質問紙調査において，攻撃
的ユーモア表出によって不快感情を経験したことがあると
回答し，インタビュー調査をすることに同意した大学生・
大学院生９名（男性７人，女性２名，平均年齢20.67±3.46
歳）手続き：半構造化面接によって得られた語りを，
M-GTA（Modified Grounded Theory Approach）を
用いて逐語録からコーディングを行い，《大カテゴリー》・
〈小カテゴリー〉・【概念】を作成し，また，カテゴリー相互
の関係から，分析結果をまとめ，仮説モデルを生成した。 
［結果］　攻撃的ユーモア表出は精神的健康に対して悪影響
のみならず，好影響を与えることが示唆された。好影響を
与える過程に関しては，表出者の攻撃的ユーモア表出に対
して被表出者から〈肯定的反応〉が繰り返し行われ，また，
【被表出者から表出者に対する攻撃的ユーモア表出】がなさ
れることによって，２者の関係が【親密化】し，【相談】・
【被表出者からの承認】といった〈被表出者からの心理的支
援〉が行われ，〈表出者の精神的健康の回復〉がなされるこ
とが示された。また，悪影響を与える過程に関しては，攻
撃的ユーモア表出に対して被表出者から〈否定的反応〉が
なされ，２者の〈関係が悪化〉し，表出者が【後悔】や【被
表出者を心配する】ことによって，【落胆する】ことや【戸
惑う】ことを経験することが示された。
［考察］　攻撃的ユーモア表出は，表出者の精神的健康に悪
影響のみならず，好影響も与えることが示された。攻撃的
ユーモア表出が精神的健康に悪影響あるいは好影響を与え
るかは，本研究で見出された，《攻撃的ユーモア表出プロセ
ス》における【表出による被表出者の反応の推測】の程度
と【攻撃的ユーモア表出の動機】の種類が関係していると
考えられる。
［総合考察］　従来の研究では，攻撃的ユーモア表出は精神
的健康に悪影響を与えるという報告が多くなされていたも
のの，本研究では，悪影響のみならず好影響を与えること
が示唆された。今後の課題として，本研究では，仮説モデ
ルを生成したに過ぎず，仮説モデルの客観性を示すために
は，量的研究によってモデルを検証することが必要である。
